
◆ 医療機関以外の場所（公共施設等）や医療機関の駐車場（屋外）

などに発熱外来を設置する場合の取扱いについて

、 、発熱外来については 市町村の公共施設に設置するという対応や

、 、 （ ）また 他の患者への感染を防ぐ観点から 医療機関の駐車場 屋外

にテント等を設置し、発熱外来とする対応が想定される。

一方、診療所の開設に当たっては、医療法上の許可・届出による

規制があり、また、手続に時間を要することが予想されるため、発

熱外来の速やかな設置に支障を来すことが考えられる。

発熱外来を医療機関以外の場所（公共施設等）や医療機関に隣接

する屋外などに設置する場合の診療所開設の取扱いについて、厚生

労働省の考え方如何。

（答）

新型インフルエンザの発熱外来の設置については緊急性を要すもの

であるから、このような事態を想定し、発熱外来の設置許可申請書の

提出を事前に行い、事態発生時には届出等をもって直ちに許可を与え

るなど、緊急事態発生時における手続上の対応に関する行動計画を事

前に都道府県や地域医師会等と連携して策定するなどの対応が必要と

考える。

ただし、これらの対応はやむを得ない場合であって、一時的なもの

に限るものであり、常態化することは認められず、感染拡大の防止等

安全性の確保には十分に注意する必要がある。
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